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１ 千葉県支部長あいさつ 

   山武健康福祉センター（保健所） 鈴木麗子 

このたび令和７年度全国保健師長会千葉県支部長
に就任いたしました。 
 皆様もご承知のように、保健師の役割は時代ととも
に変わっていきます。近年は、新型コロナ感染症や能
登半島地震などの健康危機において保健師が果たす
べき役割の重要性が謳われています。その対策として
はまず、平時からの準備が必要ですが、その一つに関
係者同志の顔の見える関係、ネットワークづくりが重
要と言われています。本会がその一翼を担えればと考
えております。 
 微力ではございますが、尽力させていただきます
ので、会員の皆様のご協力ご指導のほどよろしくお
願いいたします。 
 

２ 令和７年度千葉県支部総会 

●令和 7年 5月 17 日（土）13:30 から千葉市

生涯学習センターにて開催しました 
 会員数は 63 名（うち出席者 24 名、委任状提出者
39 名）。会員の内訳は市町村 15 名、中核市 11 名、
県 35 名、看護協会 2 名。（前年度から 6 名増） 

総会の議事は、令和 6 年度活動及び決算報告、令
和 7 年度活動計画及び予算案、新役員について全て
承認されました。 
◎令和 7 年度予算として、総会・研修会に会場参加

された会員には湯茶等代を支給する予算を新たに計
上しています。 
 

●令和７年度千葉県支部役員紹介 

支部長 鈴木 麗子（山武健康福祉センター） 

副支部長 舘野 理恵（印旛健康福祉センター成田支所)

「役員の皆様と協力して支部運営に努めてまいります」 

理 事 小倉 恵美（柏市） 

「微力ですが皆様のお役に立てるよう務めてまいります」          

理 事 岸田 優子（松戸市） 

「役員１年目です。よろしくお願いいたします」 

理 事 小島 玲子（県健康づくり支援課） 

「昨年度に引き続き、よろしくお願いします」 

理 事 佐野 恵美子（君津健康福祉センター） 

「微力ながら皆様のお役に立てたらと思います。よろしく

お願いします」 

監 事 佐藤 千織（県健康づくり支援課） 

「今年は監事としてお役に立てるよう頑張ります！」 

監 事 笹原 頼子（船橋市） 

「微力ながら皆様のお役に立てるよう頑張ります」 

 

 

 

３ 令和７年度第１回千葉県支部全体研修会 
              （千葉県支部総会と同日開催） 
講演：「災害時保健活動について動画視聴で考えよう！」 
  ～第 13 回日本公衆衛生看護学会ワークショップより

（R4.1.4 ウインクあいちにて開催）～ 
（１）「令和６年能登半島地震の新任期保健師が直面した現場
の実態と課題から考える組織のサポートと平時からの備え」 
講師：新谷 アサ子氏（石川県能登北部保健福祉センター） 
（２）「災害時保健活動推進マニュアル」の代表者が語る活き
る平時の訓練・研修」 
講師：松本 珠実氏（前全国保健師長会会長） 

●参加者からの主な感想 

「受援について改めて考える機会となった」「実際に
被災、受援された保健センターの報告は重みがあっ
た」「具体的であった」「他の自治体と災害対策につ
いて情報・意見交換できるとよかった」「振り返りの
機会となったが、実践に結び付けることは難しい」
等様々いただきました。今後研修の企画の参考にし
ていきます。ありがとうございました。 
 

４ 令和７年度第２回千葉県支部全体研修会 

●計画中です。(令和８年1月から２月頃開催予定) 

内容・講師等御希望がありましたら理事まで御連
絡ください。 
 

５ 南関東・東京ブロック研修会 

●令和7年9月6日（土）13時30分～16時30分 

会場：千葉市生涯学習センターホール 

講演：「経験から学ぶプロセスと人材育成（仮）」 
講師：松尾 陸 氏(青山学院大学経営学部教授) 

今年度は千葉市支部主催で会場も県内ですので、
是非ともご気軽にご参加ください。 
詳細が決まり次第ご案内します。 
 

６ 令和７年度全国保健師長研修会 

●令和7年11月14日(金) 徳島県で開催予定 

詳細が決まり次第ご案内します。 

参考：全国保健師長会 HP  https://www.nacphn.jp/ 

 

 

 

 

 

雨の日はちょっと憂鬱ですが、色とりどりの紫陽花をみると

心が和みます。ちょっとした癒しを見つけながら、日々仕事に

励んでいます。忙しい毎日ですが、自分なりのリフレッシュを

図りながら、充実した日々が過ごせるとよいですね。 

                 （編集後記 鈴木） 

＜追伸＞ 今年は NHK 大河ドラマ「べらぼう」の影響か、浮世

絵・歌舞伎が注目されています。本たよりもその流行りにのっ

かり、歌舞伎調の字体を使ってみました(^^♪    
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